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NPO法人　ハマのトウダイ 
 



公園をもっと自由に、もっと楽しく。 
Mission 

街区公園とは、市街地などにある公園の内、半径250ﾒｰﾄﾙ程度の街区に居住する人々が 
利用する0.25ﾍｸﾀｰﾙを標準とする公園のこと。かつては「児童公園」と呼ばれていた。 

ちなみに横浜には約2,600の公園があり、そのうち約2,400が街区公園である。 



保土ヶ谷駅前公園 

住所：横浜市保土ケ谷区岩井町　　 
種類：街区公園　　 
面積：1,000㎡　　 

計画地	


管轄：保土ヶ谷土木事務所　　 
管理：保土ヶ谷駅前公園愛護会　　 

※本公園の愛護会はNPO法人ハマのトウダイが運営 
（毎月の清掃活動、イベント開催等を実施している） 



参加人数：延べ300名　　※うち宿泊者数10名 

開催結果報告 

主催者：保土ヶ谷駅前公園愛護会 
共　催：NPO法人ハマのトウダイ 

協　力：㈱スノーピーク　RELLUF（東京大学）	


日   時：2015年7月4日（土）14：00～7月5日（日）9:00　※1泊2日 

ほどがや「みちまち」PJ -IN BETWEEN CITY HODOGAYA-（横浜国立大学大学院） 

後　援：保土ヶ谷区役所 

保土ヶ谷　人・まち・文化振興会、桑名屋（調理協力※50食分） 

フライヤー配布及び掲示場所：JR保土ヶ谷駅、公園愛護会掲示板、 
保土ヶ谷南部地区連合自治会、昴保育園、都岡小キッズクラブ 

遊具制作事前ワークショップ参加者：5家族　 
※うち1作品がRicohThetaデベロッパーズコンテストで入賞 

フライヤー配布数500部 

■課題：土木事務所への報告内容と実施内容に差異があると指摘を受けてしまった。 



みんなで靴下を脱いで、 

わたしたちのやれるコト その１ 

遊ぶ場を提供します 

わたしたちは公園に人工芝を敷き風景を変えます。 





地域と共に子供の『遊びゴト』を 

わたしたちのやれるコト その２ 

企業/地域/大学/NPOと創ります 

わたしたちは地元と打合せをして地域の魅力を発信する場を創ります 



子供の夢実現！ＦＡＢによる移動式遊具の開発 



子どもが考え	




親子で創るオリジナル遊具	




Ricoh Theta デベロッパーズコンテスト 
審査員特別賞受賞（小学校5年生！）	




地元のお蕎麦屋さんと作るカレー教室 



地域と共に大人の『学びゴト』を 

わたしたちのやれるコト その３ 

企業/地域/大学/NPOと創ります 

わたしたちは地元と打合せをして地域の魅力を発信する場を創ります 



横浜国立大学 建築学科 制作「ほどわごん」お披露目 



大人も居心地の良い空間を創り、 

わたしたちのやれるコト その４ 

地域住民の『出会いゴト』を創ります。 



Snowpeak提供のテント関連 



夜は映画鑑賞も・・ 



Park Caravanは防災コミュニティーを創る 

公園を子供たちが集う素敵な空間に変えることで、 
地域住民が楽しく集い、もしもの時のネットワーク作りが出来るはず。 



当日の様子 



メディア紹介実績 

ヨコハマ経済新聞 

公共R不動産 

神奈川新聞 

タウンニュース 

【WEBサイト】 

【新聞・雑誌】 



今後の予定 

9月30日　第１０回横濱まちづくりラボ　	

大通公園をはじめとした横浜の都心部の 
公共空間活用について提案を発表予定 
 
【キーワード】（詳細は当日！） 
遊具とスポーツの中間領域 
移動・キャラバン 
 
 
10月3日～4日　みなとみらい地区にてパークキャラバン	

 
　10月3日　高島水際線公園 
　10月4日　高島中央公園	


？	





